




東密的な読みを試みようとするが、ここではまず、本章第一項に挙げた記録の類以外に認め得 、西行と覚鑁との関わりについて、信仰と詠作、さら は人物関係など いった側面から検討を行うこと する。　
まずは西行の信仰と覚鑁との関わりであるが、西行は、お













































































































































































らば、 その「同行」の一人たる西住が、 たとえば『続伝灯広録』巻第七「醍醐山法師西住 伝」に　　

























務醍醐山三宝院の開山十四代 座主僧正勝覚 伝」に 勝覚の附法として賢覚 名が見える（ 続真言宗全書』第三三巻
　
一四二頁）ことから、その理性院流との関わりは、おも
に密教観法の受法を目的としたものだった 見なすことができる。そして西行の理性院での修行 、さきに挙げた贈答うち、 西住の返歌に「こころの月をみがく」とあることから、覚鑁と同様に密教観法 関するも であった可能性も十分に考えられるのである。また西 以降でも、たとえば隆海
 （
15）
の附法であった覚尋が、保元四年（一一五九）に宝心―高野山で理性院流（宝心方）を伝えた賢覚 瀉瓶―から、広沢流の立場 の附法を受けてい り、賢覚の附法であった賢信が高野山で「静聖」として隆海の附法となっていたりするなど、伝法院流と理性院流 の間には交流 あったことが知られるのである
 （
45）が、西行にはこの贈答以外に理性院











前章の検討内容のうち、 特に 『聞書集』 一四一番歌の存在 、
































































































































 顕教の「極楽」とは「阿弥陀如来の西方浄土 を、密教の「十方極楽」とは「大日如来の密厳浄土」 意味する。
乙、





































































イゼイカラウン） の 「阿」 と同じでもあり、 それゆえに 「阿弥陀如来即大日如来」ということになって、たとえば念仏（＝「阿弥陀ノ宝号」 ）が、 「諸法ニ勝レ」る結果ともなる。
右の記述から、覚鑁が「阿弥陀如来は大日如来と同じ真言―梵字『阿』―を有するがゆえに、その他の如来（金剛界四仏では阿閦、宝生、不空成就）などよりも尊格が高い」と考えていたことが知られる。また、 『阿字観用心口決』に見える阿弥陀如来の説法― 「我が口より出で」 る音―については、 『阿字観儀』に次のような記述が存在 。　　









これは、月輪観や阿字観などを修めるにあたり、最初に必ず行う 「調息」 に関するくだり―今日では 「阿息観」 と呼ばれる―となるが、覚鑁はここで、行者が「アア」と唱念するごとく呼吸すべき旨を述べ、かつはその「ア」を「心月輪の 字」 、すなわち大日如来（＝悟り）とも見なしているのである
 （
49）。





























 今日の通行の解釈とも言い得る、上句を「東密の月輪観による悟り」とし、下句を「死後の西方極楽浄土へ 往生」とす 読みは、おそらくは 往生」と「成仏」とを混同したことのために 「悟り 得てい にも関わらず、死後に極楽で再度悟りの時を待つことになる」という教
学的な矛盾を生じており、その点では修正―東密の「即身成仏」 、あるいは天台浄土教の「極楽往生」のいずれかで統一した読み―を要する。
Ｂ、
 「高野山大伝法院の真言行者たる西行」であることを示す伝授記録は一種類のみであるが、 『菩提心論』 「三摩地」のごとき真言行者でないと詠み得ない内容を詠んだ歌が存在すること、 西行の求めていたであろう「天台浄土教」「東密」 「密教観法」という条件を、覚鑁の大伝法院がすべて満たしていたこと、覚鑁から始まっ 「金胎両部の阿字観を二つながら修める」旨を詠んだ歌が一首存在ること、醍醐理性院 賢覚 の関わりが、覚鑁や兼海と同様に密教観法に関わるものであった可能性が高いことなどといった理由から、その妥当性はある程度認 られる。
Ｃ、





























に宛てた書状から明らかである」 （一一四頁）と、待賢門院を介したつながりの可能性を述べている。なお苫米地氏は前掲論文においては西行の出家入室の師について、覚鑁、禎喜（三十九代東寺長者） 、世豪（仁和寺心蓮院開祖で禎喜の師）の可能性を示している（二七八～二七九頁）が、最新の論考（ 「西行・隆聖父子と大伝法院」 〔 『西行学』第八号〕 ）では「西行息の隆聖が大伝法院の中核僧の一員であっ ことと、そ 出家修行 高野山上で行われたと考えられる 、そして兼海から灌頂受 していることを 慮するならば、やはり覚鑁について出家したもの 考えたい」 （一三頁のように「 入室」説を強調している。
（
29）












 とあることに拠った （ 「毘盧」 は 「毘盧遮那 〔＝大日如来〕 」
一二
である） 。なお 『密教辞典』 「秘密念仏」 の項 （五八三頁）も参照。
（
31）
 『五輪九字明秘密釈』で言えば、 「択法権実同趣門」 「上品上生現証門」の記述（二六四～二六七、 二九五～二九六頁）が該当する。なおこれらを見ると、覚鑁が顕教及び顕教の浄土信仰について、密教に劣 ものと見なして否定的に扱っていることが知ら るが、その点については宮坂宥勝氏の「興教大師覚鑁の浄土思想」（ 『現代密教』 第２号） 三七～三九頁に詳述せられている。
（
32）
 覚鑁は高野山の主流派たる中院流ではなかったため自らの勢力を拡大すべく「秘密念仏」説―弘法大師入定信仰及び、 浄土信仰を含む―で浄土信仰層を取り込もうとしたとも考えられるが、その点については白井優子氏の『院政期高野山と空海入定伝 』一四一～二四五頁に詳述せられている。
（
33）


















 『密教大辞典』 「両部曼荼羅」の項（二二八五頁）に「胎蔵は本有因曼荼羅、金界は修生果曼荼羅と分つ」とあるのに拠った。なお同大辞典 「二而不二」 の項 （一七三二頁）も参照。
（
38）
 「八葉白蓮一肘間」の偈における 金剛縛」の印信について、 中性院流相承の秘伝たる『菩提心論灌頂印信』は、胎蔵を「外縛」とし、金剛界を「内縛」としていることから、金胎両部の阿字観を伝えてい と知られるが、中性院流は覚鑁直系の頼瑜（→註
16）以来の法流でも
あり、その点からも西行が両部 阿字観を修めていた可能性を認め得るのである。 なお北尾氏 『密教瞑想入門』五四～五六頁も参照。
（
39）









 『密教辞典』 「加行」 の項 （一五八～一五九頁） に拠ると、密教行者の伝受のための修法 「途中一座でも休むこ
一三









年間以降か）の存在などか 、京であれ高野山であれ賢覚の法流を受けるこ 不可能ではな ったということとに因る。
（
43）


















を参照。なお覚尋の受法を「広沢流の立場」としたことについては苫米地氏 「隆海一門（家隆流）と高野山大伝法院」 （ 大正大学大学院研究論集』第三十八号）七～九頁に拠った
（
46）
 苫米地氏はこの『聞書集』の詞書について、 広沢方大伝法院流を兼海から受法した後、醍醐方理性院流を賢覚に受 しようとしたものであろう。それが果たせずに賢 が亡くなったため、再度の受法ができなかっものと考える」と述べてもいる（ 「西行・隆聖父子と大伝法院」八～九頁） 。この記述 、註
15に挙げた兼海か
ら西行への伝法院流の附法時期に関す 氏の推定とを合わせると、西行の理性院での修行時期は「久安五年から保元元年まで 六年間 うち」という とになる。
（
47）






















 『大日経疏』巻第一の「本不生際とは即ちこれ自性清浄心なり。自性清浄心といふ 即ちこ 阿字門なり」 （ 『真言宗聖典』一七五頁）及び高神氏『密教概論』一〇九頁を参照。また 『密教大辞典』 「自性清浄心」 の項 （九四九頁）ではそれを「衆生本有の浄菩提心本覚の智体」 （ 『密教大辞典』九四九頁） 、すなわち、すべての人間が本来有している悟りの形ともしている。
（
49）
 後述する覚鑁の（阿弥陀如来＝大日如来 説でも採り上げるが、 胎蔵大日如来の種子（種字）は「阿」であり、そこから（大日如来＝本不生 阿字 悟り） もなる。
（
50）











 とも述べており、そこから、 「浅観小行の人 の場合は「一度生きたままで西方浄土へ往生―現身往生―した上で、大日如来の密厳浄土へ即身成仏する」ことになる。一方 「深修大勤 類」の場合は、 「往生を経ず 即身成仏する」ことになるが、 「極楽を観念する用心」を見ても分かるように、 いずれの場合も 「月輪観で心が澄む」ことが「阿弥陀如来経由の即身成仏 につながるう点では変わらない。なお北尾氏の「興教大師における往生について
　
―『五輪九字妙秘密釈』と『一期大
要秘密集』 との相違を中心として」 （ 『印度學佛教學研究』四〇―二）も参照。
（
52）

















 「教理歌」 の名称は 『和歌大辞典』 「釈教歌」 の項 （四六〇頁）に拠った。
（
56）
 東密の月輪観を詠んだ歌の実際につ ては、拙稿「勅撰集及び新葉集釈教部における真言密教関連詠の一覧」（ 『大阪産業大学論集
　
人文・社会科学編』二六号所収）
五～一一頁も参照。
※資料からの引用に際し、一部表記を通行のものに改めた。【附】
 本稿は上下篇ともに、平成二十九年一月七日に青山学
院大学において開催せられた、和歌文学会東京例会で行った同タイトルの口頭発表の内容のうち、おもに前半部分をまとめたものとなる。発表の後半で行った月輪観詠の実際の検討については「おわりに」に記した通り次稿で扱うこと する。なお末筆ながら、席上御教示を賜った先生方に、この場を借りて御礼申し上げます。
